４年生学級活動指導略案　　

	時期
	　　　1学期(6月)

	題材名
	水って、こわいんだね

	ねらい
	水による災害は、どのような箇所でどのような被害が出るのかを知り、水災害が起こった時の避難の仕方を考えることができる。

	事前
	　社会の「飛山濃水」の学習から岐阜県の地形を考え、川がある地区や山がある地区では、どんな災害が起こりやすいかを想定し明らかにする。

	本時
	１、地区の地形図(川や山が表示された資料)から、大雨が降った時、山や川がどのような状態になるか話し合う。

２、学校や自分の地域で水災害(川氾濫・土砂崩れ等)が起こった時、安全に避難できる場所を探し、交流し合う。

３、水災害から「命を守る」ための

　方法を知り、まとめることができる。

	防災教育の視点
	自分の地区の地形図上で危険を予測し、避難する方法を工夫することができる。

	事後
	自分の地区で避難経路や避難場所を見て回り確認し、自分自身や家庭で避難することができる。

	備考


	保護者にも連絡をとり各地区で　危険を伴った時の対応について一緒に見て回ることを依頼し理解をしてもらう。


　　学級活動年間指導計画に入れる内容
　
　　１年生・・・火事になったらどうするの
　　　　　　　　○初期対応・避難経路
　　　　　　　　○教室における初期対応
　　２年生・・・地震が起こったらどうするの
　　　　　　　　○初期対応～２次避難
　　３年生・・・かみなりがなっているよ、どう
するの
○通学路、校庭での対応
　　
４年生・・・水って、こわいんだね
　　　　　　　　○土砂災害
　　
５年生・・・津波のおそろしさ
　　　　　　　　○宿泊研修場所での避難
　　６年生・・・修学旅行中に災害に出会ったら
　　　　　　　　○宿屋、観光先における避難
　　　






